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所得と購買行動
一 高価格製品の場合-
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仮説 を検 証す るため に 、従 属変 数 と独立 変 数 にた い し て、そ れぞ れ 次 の測度 を 使 用 した 。 従 属変
数 であ る 「高価 格 製品 の購 買」 は、 消 費 者 のパ ソコ ン・ ワ ープ ロの所有 ・非所 有 と 自 動 車運 転 免許
証 の所 有 ・非所 有 であ る。 他 の独立 変 数 に関 し て は、 次 の よ うに測 定 した 。「所 持 金 額 」 は 、 ア ソ
ケゞ ト収集 時点 に おけ る消費 者の 手 持ち 金額 で あ る。「1 ヵ月 のお金 」は、消費 者 の自 由 裁量 所 得を
意味 し 、生活 費 を除 い た学 生 自身 が自 由に 使 え る金 額 であ る。「年 間所 得 」は 、消 費 者 が所 属 す る家
庭 の年 間所 得 で あ る。「貯 蓄 残高」 は 、消 費 者 自身 の過 去 の蓄 え であ る貯 蓄金 額 で あ る。fp －ソ］
は、 消 費者 の 現在 の ロ ーン支 払状 況で あ り、 月 々 の支 払金 額を 回答 し て もら った。 そ れ は、 消 費者
の未来 の所 得 の利 用状 況 を測 定し てい る。 ト
分析 に使 用 した 変数 の 統計 的概 要は 下 記 の よ うに 示 さ れ る13)。 従 属変 数 であ る パ ソ コ ン ・ ワ ープ
ロの平 均所 有率 は68.9 ％ 、 自動車 運転 免 許証 の平均 所 有率 は43.6 ％で あ った。 独 立 変 数 で あ る平均
所 持金 額 は8,484.7 円 、1 ヵ月 の平均 自 由裁量 所 得 は42,448.5 円、平 均貯 蓄残 高 は2.5 （質 問 選択 肢1.6
万 円未満 、2.6 ～10 万円 未満 、3.10 ～15 万 円 未満、4.15 ～20 万 円未 満 、5.20 ～25 万
円 未満 、6.25 ～30 万 円 未満 、7.30 ～35 万 円未満 、8.35 万 円 以上 、 の うち選 択 肢2 と3 の中 間
値を 示 し てい る）、 平均 ロ ー ン支払 額 は1.4 （質 問 選択 肢1. ロ ー ン は な し 、2.5 千 円 未 満3.5
千 円-l 万 円 未満 、4.1 ～2 万 円 未満 、5.2 ～3 万 円未満 、6.3 ～4 万 円未 満、7.4
～5 万 円未満 、8.5 万 円以上 、の うち 選択 肢1 と2 の中 間的 値 を示 して い る）、家 庭 の平 均 年 間
所 得は4.4 （質 問 選択肢1.600 万 円未 満 、2 ／600 ～700 万 円 未満 、3.700 ～800 万 円未 満、4.800
～900 万 円 未満 、5.900 ～1,000 万 円未 満6 レ1,000 ～1,100 万 円 未満 、7.1,100 ～1,200 万 円未
満、8.1,200 万 円以上 、 の うち選 択 肢4 と5 の中 間 的値 を示 し てい る） で あ る。 他 の詳 細 な 数 値






























動が、消費者のパ ソコン・ワープロの所有・非所有の変動に影響を与える」とい う操作 モデルを設
定した。数学的な表現で示 すと、下記の ようになる。
パソコン・ワープロの所有・非所有＝n( 所持金額、1 ヵ月のお金、年間所得 、貯蓄残高、ローン)
パソコン・ワープロの所有・非所有は、所持金額、1 ヵ月 のお金、年間所得 、貯蓄残高、そして
ローンの関数であ る。そして、この従属変数と独立変数の関係を線形関係にあるとみなして、統計
的に仮説を検証す る。
それを行うために、次の(D 式のような線形回帰方程式を設定する。この式は 、所持金額、1 ヵ月
のお金、年間所得、貯蓄残高、そしてローンの変動がパソコン・ ＼-rプロの所有・非所有に影響を
与えるとい う意味になる。従属変数 がパ ソコン・ワープロの所有・非所有、独立変数 が所持金額、
卜Y
＝a 十b,X, 十b.×2十b3χ3十b4χ4十b5×5十s …(1)(Y
＝パソコン・ワープ ロの所 有・非所有、a ＝定数項、b.、b.、bs、b4、b5＝偏回帰係数、χ1―所
所得と購買行動 7
持金額、X2 ＝1 ヵ月のお金、X3 ＝年間所得、Xi ＝貯蓄残高、Xs ＝ローン、 £こ攬 乱項）Y
＝0.661 十〇。00000200×1 十〇.00000106×2 －0.00447X ・3十〇。00513×4・十〇。017×5 ‥・(1）'
（0.070 ）（0.00000237 ） （0.00000102 レ （0.011 ） （0.012） （0.020 ） 標準誤差
（8.776 ）（0.843）(1.036 レ （-0.390 ） （0.432） （0.851)t 値(0.0001)
（0.4000 ）(0.3007) （0.6968 ） （0.6659 ） （0.3953 ）p 値 ・R'
ニ0.012F 値=0.831Prob ＞F0.5280n ―353 犬
まず、個 々の変数の偏 回帰係数 の有 意性や 大 きさを 調 べる前に、回 帰方程式 全 体 の有意 性を
チェックす る14)。それは、次の帰無仮説1 と対立仮説1 を検定することによってなされる。
帰無仮説ト:bi ＝bz ＝bs ＝ba ＝ba ＝0 対立仮説！:b, 、bs、b3、b4、bs≠0
この帰無仮説1 は、すべての偏回帰係数b, 、b.、b3、b4、bsはO である、すなわち、Λ ずヽれの偏回
帰係数も従属変数の説明にたいして何ら貢献していないとい う意味である。対立仮説1 は、これら
の偏回帰係数は同時にO でない（少なくとも 工つはO でない）とい う意味である。F
値は0.831 を示してお り、自由度に比較してあまり大きい数値とは 言えない。 そ れはや っと確






のモデル自体が有効でなかったので、この うちのどの独立変 数がどの程度従属変数 に影響を与える
かとい うことは、分析できない。 よって、仮説： 『高価格製品の場合、所持金額、1 ヵ月 のお金、









8 経営論 集 第4S 号（1997 年12月 ）
るとい う意味になる。従属変数が自動車の運転免許証の所有・非所有、独立変数が所 持金額、1 ヵ
月 のお金、年間所得、貯蓄残高、そ七てローンの5 つであるふ ……ト しY
＝a 十b,X 汗hiX 汁b3 ×3＋b4×4十bs×5十s ‥・（2）
（Y ＝自動車の運転免許証 の所 有・非所有、a ＝定数項、b、 b^、b3、b4、b5＝偏回帰係数、X, ＝所
持金額、X? ―レY
＝0.240 十〇。00000299×1 十〇。00000316×2 十〇.00509×3 十〇.00043・OX4 十〇。on×5一・‥（2）'
（0.073 ）（0.0000250 ） （Oj ）0000108） （0.012 ） （0.013 ） （0.021) 標準誤差
（3.270)(1.195 ） （2.919 ）ニ(0.421 ） （0.034 ） （0.536 ）t 値CO.0012
）（Q.2330 ）(0.0037 ） （0.6743 ） （0.9727 ） （0.5921)p 値 犬 ・=
十R' ＝0.044AdiR' ＝0.030F 値＝3.170Prob ＞F0.0082n= ヰ353 ト
先と同様に、個々の変数の偏回帰係数の有意性や大 きさを調べる前に、回帰方程式 全体の有意性
を チェックする。次の帰無仮説1 と対立仮説1 を検定する。 ト ＝ … ……
帰無仮説1:bi ＝b2 ＝b3 ＝b4 ＝b5 ＝0 対立仮説卜:b, 、b2、b3、h.、bs≠O ‥‥‥ ‥‥ ‥F
値 は3.170 を示してお り、確率0.0082 のレベルで棄却域に含 まれる。したがってレ帰無仮説1 を
棄却し、対立仮説1 を採択することがで きるノよっ七、この回帰方程式は、0.8％ 水準のレベルで有
意と判断できる。この回帰方程式を分析することは意味があ るといえるノ 十 ト
そこで今度は、偏回帰係数b, 、b2.b, 、b,、b,を個 々に検討することに よって、個々の変 数の統計
的有意性を検定する。次の帰無仮説と対立仮説を検定することになる。 十 十
し帰無仮説2 ：b1＝O 、対立仮説2:b, ≠O 、帰無仮説3:b2 こ0 、対立仮説3 ：b^≠O ダ
帰無仮説4 ：b3＝O 、対立仮説4 ：b3≠O 、△帰無仮説5 ：b4＝0 、対立仮説5 ：b.≠0
帰無仮説6 ：b5＝O 、対立仮説6 ：bs≠O ニ ニ
帰無仮説2 は、づ 所持金額の変動は、自動車の運転免許証の所有・ヽ非所有の変 動に 影響を 与えな
い」とい うものである。対立仮説2 は、「所 持金額の変動は、自動車の運転免許証の所有・非所有の
変動に影響を与える卜 というものである。帰無仮説3 は、「1 ヵ月のお金の変動は、自動車の運転免
許証の所有・非所有の変動に影響を与えない」とい うものである。対立仮説3 は、「1 ヵ月のお金の
変動は、自動 車の運転免許証の所有 ・非所有の変動に影響を与える」とい うも のである、帰無仮説4
は、「年間所得の変動は、自動車の運転免許証の所 有・非所有の変動に影響を与えない」とい うも
のである。対立仮説4 は、「年間所得 の変動は、自動車の運転免許証の所有・非所有の変動に影響を
与え る」とい うものである。帰無仮説5 は、「貯蓄残高の変動は、自動 車の運転免許証 の所有 ・非所
有 の変動に影響を与えない」とい い









完全に採択される。帰無仮説1 、3 、4 、そして5 は棄却することはできない。




















仮説： 万複数の製品種類の購買の場合、所持金額、1 ヵ月のお金、年間所得、貯蓄残高、p ーン
のうち、その購買に大きな影響を与・える所得は、年間所得であるJj ト




所有数の変動に影響を与える／ とい う操作 モデルを設定した。
オーデ ィオ関連製品の所有数＝f （所持金額、1 ヵ月のお金、年間所得、貯蓄残高、 ローン）
この操作モデルを元に、先と同様に、（3）式 の線形回帰方程式を設定した。 この式は、所持金額、1
ヵ月のお金、年間所得、貯蓄残高、そしてローンの変動がオーディオ関連製品の所有数に影響を
与えるとい う意味である。従属変数 がオ ーデ ィオ関連製品の所有数、独立変数 が所持金額√1 ヵ月
のお金、年間所得、貯蓄残高、そしてp ーンの5 つである。従属変 数であるオーデ ィオ関連製品の
所有数は、CD フ レアヤー、ファミ＼コソ、液晶テレビ、 コニドレスヘ ッドホン、ヘ ッドホンステレ
オ、MD プレーヤー、レザ ーデ ィスクプ レーヤー、ビデオデッキ、8mm ・VHS ビデオカメラ、Bs
・cs チ ューナーの10製 品の うち、回答者の所有しているものに○をつけて もらい、その数を合
計したものである。 ちなみに、 オーディオ関連製品の平均所有数は、3.659 であった。Y
＝a 十b>X, 十h2×2十bsχ3十b4χ4十bsχ5十ε ‥・（3）
（Y ニオーディオ関連製品の所有数、a ＝定数項、bi、b.、bs、b-、b5＝偏 回帰 係数、x, ＝所持金
額、X 戸l ヵ月のお金、X3 ＝年間所得、X4 ＝貯蓄残高、X5= ローン、 £こ攬乱項）
この線形回帰方程式にデ ータをあてぱめ、回帰係数を求めた。それに付随す る諸数値は下記のよ
うになる。Y
＝2.666 十〇。0000102×1 十〇.00000517×2 十〇。090×3 ＋0.043×4 十〇。138×5 ・‥（3）'
（0.212 ）(0.00000723 ） （0。00000312） づ0.035) （0.036） べ0.060 ） 標準誤差
（12.577 ）(レ415 ） （l.656 ） （2.573) （1.182 ） （2.315 ）t 値 ト
十 （0.0001 ）（0.1578 ）(0.0986) （0.0105 ）（0.2380 ） （0.0212 ）p 値R'
こ0.075AdjR' ＝O 。062F 値＝5.648Prob ＞F0.0001n ＝354
個々の変数 の偏回帰係数 の有意性や大きさを調べる前に、回帰方程式全体の有意性をチェックす
る。手順 と帰無仮説は先と同様であ るので、結果だけを記述する。




偏回帰係数b, のt 値は1.415 、b. のt 値は1.656 、b3 のt 値は2.573 、b. のt 値 はL182 、bs のt 値
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アウトド ア関連製品の平均所有数は、1.460 であった。 しY
＝a 十b,×1十b2×2十baXa 十b4×4十h ×5十s ・‥（4） ニ ニ
（Y ＝アウトドア関連製品の所有数、a= 定数項、b,、b2・√b3、b4、b,＝偏 回帰 係数、Xi ―所持 金




＝0.568 －0.00000550 ×1-0.000000186 ×2 十〇。079×3 十〇。108×4 十〇。219×5 ‥ べ4ド ：
（0.215 ）（0,00000732 ） （0.00000316 ） （0.035 ） （0.037 ） （0.060 ） 標準誤差尚
（2.648 ）（-0.752 ） （-0.059)(2.228 ） （2.941 ） く3.624）t 値
（0.0085 ）（0.4525 ） （0.9531 ） （0.0265 ）（0.0035 ） （0.0003 ）p 値 しR'
＝0.074AdiR' ＝0.061F 値＝5.566Prob ＞F0.000 ト ニn ＝354 犬
個々の変数の偏回帰係数の有意性や大きさを調べる前に、回帰方程式全体の有意性をjチェックす
る。手順と帰無仮説は先と同様であるので、結果だけを記述する。 ◇ … …




偏回帰係数b, のt 値は-0.752 、b2 のt 値は-0.059 、b3 のt 値は2.228 、b4 のt 値 は2.941 、b. のt
値は3.624 であ る。両側検定で、それらt 値は、それぞれ0.4525 、0.9531 、0.0265 、0.0035 、0.0003
の確率で棄却域に入 る。したがって、偏回帰係数b, が0.03 ％水準で統計的に有意である。偏回帰係
数b, が0.35 ％水準で統計的に有意である。偏回帰係数b3 が2.65 ％水準で統計的jに有意であ 石。偏回
帰係数b. とb. は、有意ではない。 ‥‥‥‥ ‥ ＝犬
独立変数の うち年間所得、貯蓄、そしてローンが、 アウトドア関連製品の所有数に影響を与える。




ができる。 上 ニ ‥‥‥‥ ‥ ‥ ‥‥Y
＝－0.041X1 －0.00329 ×2 十〇.118×3 十〇。156X・4十〇.193X・5し・・・（4）'f・ ト
この標準偏回帰係数を見ると、所持金額の係数が-0.041 、1 ぷ月のお金のそれぱ-0.00329 、年間
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） 最 終 的 に 購 入 す る か し な い か の 意 思 決 定 時 点 か ら の時 間 的 距 離 、 あ る い は 意 思 決 定 の 緊 迫 度 に 応 じ て、 消
費 者 の 所 得 制 約 の 内 容 が 違 っ て く る 。 小 川 純 生 「 消費 者 の 意 思 決 定 プ ロ セ ス と 所 得 の 関 係 」『 経 営 論 集 』
（ 東 洋 大 学 経 営 学 部 ） 第34 号 、1990 年3 月 、35-52 頁 。^
勅 こl下 の 鈷嘔十引一mii.Marinto 仙 賑、StatVipwVpr.4.n2 か 付 用l. か ニ
ふw/ レl・-~l>-iiHIHI匹 ■｀ ●=7之∽~==’~~~｀ミざい● ‾“‾‾・‾‾” ’‾”‾’‾‾～ 匹/●・ ～″‾りj14
） 回 帰 方 程 式 を 分 析 す る と き の 検 討 順 序 は 、 次 の よ う に 行 う 。1. 回 帰 方 程 式 全 体 の 検 定 ＝R=^の検 定 、F 検
定 を 行 う。2.R' が 有 意 で あ っ た な ら ば 、 個 々 の 係 数 の 検 定 、t 検 定 を 行 う。PaulE.Green,AnalyzingMultivariateData,TheDrydenPress,1978,pp.74
－76.15
） こ の こ と は 、 経 済 学 の 効 用 理 論 に よ っ て 逆 方 向 に も 説 明 で き る 。 限 界 効 用 低 減 の 法 則 を 前 提 と す る な ら ば 、
所 得 総 量 が 大 に な る ほ ど 、 所 有 製 品 数 量 は 大 に な る と 論 理 的 に 結 論 で き るレ16
） 大 き な 単 位 の 所 得 と 消 費 者 の家 計 支 出 の 関 連 を 研 究 し た も の に 、 有 名 な エ ン グ ル の 法 則 が あ る 。 そ れ は 、
所 得 の 上 昇 と家 計 費 目 へ の支 出 と の 関 係 の追 及 し た も の で あ る 。 こ の法 則 に 関 連 し て 、 所 得 と 家 計 支 出 の
関 係 に 関 し て33 力国 に お け る 大 が か りな 調 査 研 究 を 行 っ た の が 、Houthakker で あ る 。そ れ に よ る と 、エ ソ
ゲル の 法 則 、「所 得 が 上 昇 す る と、 食 費 比 率 が 低 下 す る 」 と い う 関 係 が 再 確 認 さ れ た （所 得 弾 性 値O 。6）。 エ
ソ ゲ ル の 法 則 の 一 般 性 が 確 認 さ れ た 。 そ の ほ か に も 、 所 得 が 上 昇 す る と ； 住 居 費 は 低下 す る 、 被 服 費 は わ
ず か 上 昇 す る 、 そ の 他 消 費 は 急 速 に 上 昇 す る 、 と い う よ う な こ と が 確 認 さ れ て い る 。HendrikHouthakker,"AnInternationalComparisonofHouseholdExpenditurePatterns,CommemoratingtheCentenaryofEngel'sLaw"
≒Econometrica,Vol.20,N0.4,1957,pp.532-55117
） こ の こ と は 、 現 在 の 所 得 自 体 に 関 し て も 言 え る。 現 在 は 、 消 費 者 に と っ て 所 得 は 与 え ら れ た も の で は な く、
高 い 消 費 目的 の 達 成 を め ざ す な ら、 努 力 に よ っ て 所 得 を 増 加 せ し め る こ と が 可 能 と な って い る。 消 費 者 が 、
労 働 時 間 を 増 や し た り、 ア ル バ イ ト を し た り、 あ る い は 他 の 収 入 源 を 得 る こ と に よ りそ れ が 可 能 で あ る 。
現 在 こ れ ら の こ と を 可 能 に す る 条 件 が 増 え て い る 。 し た が っ て 、 何 か を 購 入 し よ う とす る 意 図 が 非 常 に 強
け れ ば 、 収 入 を 増 や す こ と か 行 わ れ う る 。
（1997 年7 月7 日 受 理 ）
